


























日に明治天皇の大葬が行われ、この夜、陸軍大将乃木希典が自刃した。先帝薨去を受けた殉死であった。この事件の報に接した鷗外がはつかな期間で書き上げ のが「興津弥五右衛門の遺書」である。これに続き鷗外は「阿部一族」 （ 中央公論」大正二年一月号）を発表。以後の創作活動において、いわゆる「歴史小説 に注力するようになった。一方これ 続く時期 著述として大正 年一月から同五月まで「東京日日新聞」および「大阪毎日新聞」に連載された『渋江抽斎』を嚆矢とするいわゆる「史伝」 作品群 存在する。
 
歴史を扱ったこれらの諸作の位相については従来、歴史叙述に関
する創作理念を開陳した「歴史其儘と歴史離れ」 （ 「心の花 大正四年一月号）という短文を補助線とし、同文章の執筆時期を境界としていわゆる「歴史小説」と「史伝」 を区別して論じることが一般的であった。加うるに、一連の歴 叙述をなした時期の鷗外は、長く務めた陸軍軍医の立場を退き （大正五年） 、宮内省 帝室博物館総長兼図書頭に就任しており（大正六年） 、ここに「文学」と「政治」 、ないしは「文学者」と「公人」 対立的二項を見出すのが研究史の主流であった。
 
このたび刊行された村上祐紀『森鷗外の歴史地図』において重要
































































いるが、その性質や論の進め方によって三部立に構成されている。「歴史を語る」 「歴史を綴る」 「歴史を創る」というそ ぞれの部立を通して、歴史に対する鷗外の意欲的とも見える関心は、多面的に照射され、布置されてゆく。それぞれの 立がいずれも、叙述が行われる際の動的なありように注目して名付けられて るのは テクストの生起する成因やそれが表出するにいたる過程を重視す という著者の分析手法のあらわれといえるだろう。
 
第Ⅰ部「歴史を語る」で取り沙汰さ るのは、鷗外が作品執筆を







立場からなされた叙述や業績を主として取り上げる。宮内省図書寮の事業であった『天皇皇族実録』や、鷗外筆と推定される近年の新出史料「上野公園ノ法律上ノ性質」 、また、一連の歴史叙述に先んずる時期（明治四一年）に陸軍省の依頼によってなった『能久親王事蹟』などが分析対象として選択されているが これらのテクストは従来、公人としての、あるいは頼まれ仕事と ての叙述や業績とみなされ、文学作品とは区別されてきたものである。
 
なお同書は二〇一〇年に筑波大学大学院人文社会科学研究科へ提
出された博士論文 『森鷗外 歴史叙述』 をベースとして編 た （当該博士論文については本誌第三十六集（二〇一一年発行）に福山恵理が紹介している） 。 ただし博士論文以降の論文が加わるなど大幅な増補があり、特に第Ⅲ部「歴史を創る」 三章すべ が書籍化に当たっての増補部分となって る。
 
博士論文の時点では「歴史叙述」であった表題が「歴史地図」に
変化している点を云々するのは野暮ではあ まい。ともすれば融通無碍な言葉遣 とも取れる「歴史地図」という洒脱な表題は、しかしこの場合、 「あ がき」で〈 「 伝」 天皇皇族実録」 「帝室博物館総長」といった営為を総体的に捉えたいという意図〉と自註される通り、ジャンル論の埒外にある同書の問題意識を体現しているものなのだ。
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